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１．研究計画の概要 
 食の多様性，高品質化，大量生産に伴い，

その味，香り，品質，安全性の客観的評価手

法の早急な確立が強く望まれている．また同

様に生活環境において，有害物質等の簡単か

つ迅速な検出法の開発など，環境の安全性へ

の改善意識が，急激に高まりつつある． 
本提案課題は，このような状況を踏まえ，

化学物質に由来する味と匂いに関して分子

と人工受容膜とのナノレベル相互作用の構

築とそのメカニズム解明，さらにこの結果に

基づき，味・匂いの計測を可能とする感性バ

イオセンサの研究，開発を行うものである． 
 
２．研究の進捗状況 
 味覚の受容膜の開発に関して，糖類に親和

性を有する物質で脂質膜を修飾すること（修

飾型脂質膜）で，甘味感受性を出す． 
匂いコードセンサの検出部の開発に関し

て，生体系の匂い受容体は odotope（匂い分

子の待つある共通の特性）を認識しているの

に対し，センサでは匂い分子の部分構造の認

識を目指す．また，人工嗅上皮チップの開発

としてのセンサとして機能する電極表面修

飾，匂い物質吸着層を持った匂いセンサ電極

の開発を行う． 
さらに，スパッタリング装置（購入備品）

を用いて，プラスチック基板上へのディスポ

ーザブル味覚センサチップの作製を行う． 
 甘味物質の受容膜に関して，芳香族置換基

上にヒドロキシ基を持つフェノール化合物

を，甘味に対する膜表面修飾物質として用い

ることを提案した．その修飾型脂質膜におい

て，膜の電荷密度及び疎水性について検討を

行った結果，最適な膜組成比を得ることがで

きた． 
また，匂いコードセンサに関して，mixed 

SAMs（SAM：Self-Assembled Monolayer：
自己組織化単分子膜）センサ表面を作製し，

官能基や分子サイズに関する情報を得るこ

とができた． 
 さらに，無機系金属薄膜と特定の匂い物質

との選択的な化学反応特性から，本手法が有

効な検知手法であることを明らかにした． 
また，要素回路を集積回路化し，購入備品で

ある高周波マグネトロン三層スパッタリン

グ装置を用い，プラスチック基板への味覚セ

ンサチップの作製が可能となった． 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している． 
（理由） 
味覚センサについては，甘味受容膜の開発，

ポータブル味覚センサ用集積化回路の設

計・試作，味覚センサチップのプラスチック

基板化ならびにセンサ用フローシステムの

構築と，当初の予定を上回る成果を上げてい

る． 
 匂いセンサについても，分子認識型表面の

構築ならびに QCM 方式 SAM/液相利用型匂

いセンサの提案に至り，予定通りの成果を上

げている． 
 研究成果の発表も国内外問わず順調に行

っている．なお，残る２年間で研究開発の最



後の詰めを行うと同時に，得られた成果の情

報発信を積極的に行う． 
 以上のように，本研究により，３年前の味

覚センサと匂いセンサの状況を大きく凌ぐ

成果が得られ，ポータブル味・匂い測定シス

テムの実現に向け，大きく前進することがで

きた． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 甘味受容膜の開発に関しては，糖と受容膜

の相互作用メカニズムの解明と同時に，人の

感性に対応させるために，閾値や味強度に対

する設計を行う必要がある．さらに本手法の

一般の非荷電物質（苦味を呈するカフェイン

等）への適用も試みる． 
匂いに関しては，ゆるやかな分子認識能を

持つ単分子膜表面と簡易型マルチチャネル

センサを組み合わせた匂いセンサデバイス

の作製を試みる．また，匂いの質に対する高

い選択性を備えた薄膜を作製する． 
センサの小型化に関しては，最終的には，

LSI を試作して検証と評価を行う．  
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